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あ
い
な
ん
歳
時
記

西
海
海
中
公
園
ま
つ
り

　

西
海
町
民
会
館
駐
車
場
で
、
「
西
海
海
中

公
園
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

を
飾
っ
た
地
元
福
浦
小
学
校
の
「
風
の
子
太

鼓
」
を
は
じ
め
、
餅
ま
き
や
地
元
の
「
カ
・

マ
イ
レ
分
校
愛
南
ケ
ア
ロ
ヒ
教
室
」
の
皆
さ

ん
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
松
山
千
春
の
そ
っ

く
り
さ
ん
「
小
春
」
・
「
よ
し
て
た
く
ろ
う

B
A
N
D
」
・
「
南
予
太
鼓
連
」
の
歌
や
演
奏

な
ど
、
熱
気
に
包
ま
れ
た
熱
い
夏
祭
り
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
県
内
で
も
珍
し
い
1
尺
5

寸
玉
を
含
む
約
2,
0
0
0
発
の
「
海
上
花

火
大
会
」
で
は
、
西
海
の
海
を
色
鮮
や
か
に

映
し
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
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あ
い
な
ん
歳
時
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御
荘
夏
ま
つ
り

8/　
 21

　

本
町
の
最
後
を
飾
る
御
荘
地
域
の
夏
ま
つ
り
は
、

御
荘
サ
ン
バ
に
合
わ
せ
て
小
中
学
生
や
各
種
団
体
に

よ
る
踊
り
や
樽
み
こ
し
の
パ
レ
ー
ド
が
商
店
街
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

観
自
在
寺
境
内
で
は
、
南
宇
和
高
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
や
、
平
城
地
区
五
常
会
有
志
に
よ
る
盆
踊

り
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

僧
都
川
河
川
敷
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
日
焼
け
コ

ン
テ
ス
ト
や
コ
ー
ラ
早
飲
み
大
会
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
ス
シ
ョ
ー
、
太
鼓
集
団
「
魁
」
に
よ
る
演
奏
が
行

わ
れ
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
は
本
町
出
身
の
歌
手
、

山
本
智さ

と

こ子
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
に
、
県
外
か
ら
も
多

く
の
フ
ァ
ン
が
つ
め
か
け
、
ス
テ
ー
ジ
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
の
最
後
に
は
、
山
本

智
子
さ
ん
と
小
学
生
13
名
に
よ
っ
て
、
完
成
し
た
ば

か
り
の
愛
南
音
頭
と
愛
南
サ
ン
バ
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

21
時
か
ら
は
、
僧
都
川
河
口
か
ら
約
2,
0
0
0
発

の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
御
荘
湾
の
夜
空
を
華
や

か
に
彩
り
ま
し
た
。


